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ご紹介内容 

水素市場の現状 

水素社会実現に向けた動き 

当社の水素ステーション整備への取り組み 

水素社会実現に向けた課題 

今後の展開 
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水素ステーション整備のための規制合理化 

・：2010年12月規制再点検項目 
○：2013年6月追加項目 
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水素ステーションの整備費用 

1.4

0.5

0.3 0.6

0.6

0.5

0.7 土木工事費

機器工事費

その他各種配管

ディスペンサ

プレクーラ

蓄圧器

圧縮機

※2013年度水素供給設備整備補助金申請額の平均値 

  出展：「NEDO水素エネルギー白書2014」の数値を 

  引用して作成 

水素ステーションの建設費の内訳 

合計4.6億円 費目 日本 欧州 差異の理由 

圧縮機 1.3 0.8 
・使用材料 

 設計基準の差 

蓄圧器 0.6 0.1 
・安価なType2容器 

・汎用材を使用 

プレクーラ 0.4 0.2 
・量産を見込んだ 

 価格設定 

ディスペンサ 0.5 0.2 
・汎用材の使用 

合計 2.8 1.3 

構成機器の日本と欧州の比較 

※水素供給能力を340Nm3/hに揃えた場合 

  上記表は工事費を含まない金額 

  出展：「NEDO水素エネルギー白書2014」の数値を 

   引用して作成 

単位：億円 
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Shell Sachsendarm HRS (Berlin) 
液化水素貯槽および液化水素ポンプの地下設置事例 
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水素ステーションの主な安全対策（例） 

出典：水素供給・利用技術研究組合 



圧縮水素 カードル供給 液化水素供給 

ＳＴﾚｲｱｳﾄ例 

保
安
要
員 

資格者数 １名 

保安体制 保安監督者：１名 

資格要件 
丙種化学（特別試験科目）以上または乙種機械以上の免状 

と圧縮水素の製造経験６ヶ月以上 

水素ステーションの標準設置スペースと保安要員 
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水素ステーションの標準工程 
3か月前 0ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 9ヶ月 12ヶ月 15ヶ月 

補助事業 
 

 

候補地 
 

 

建築・土木 

 

 

高圧ガス 

設備 

 

 

保安要員の確保 

（保安監督者） 
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交付申請 交付決定 

基本設計 実施設計 
見積
調整 

用地選定 
レイアウ
ト検討 

業者決定 

事前 
協議 

確認 
申請 

土建工事 

業者決定 
機器製作 

設置
工事 

事前協議 
事前  
評価 

許可申請 
完成検査 

試運転・
調整 

実績報告 

圧縮水素の製造経験 

※建築基準法第48条但し書許可申請の是非 

※開発指導要綱に基づく開発行為等申請の是非・・・ 
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ご紹介内容 

水素市場の現状 

水素社会実現に向けた動き 

当社の水素ステーション整備への取り組み 

水素社会実現に向けた課題 

今後の展開 



出典：関西空港水素グリッド研究会 

水素エネルギーの新たな展開 Ⅰ 
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関西国際空港におけるスマート愛ランド構想 
FCユニット 

鉛バッテリ 

◆環境性の向上 エンジンFLT ⇒ 電動FLT ⇒ FC電動FLT 

◆作業効率の向上 鉛バッテリー充電６～８時間 ⇒ 水素充填約3分 

◆予備バッテリー不要 

出典：豊田自動織機㈱ 

燃料電池フォークリフト 
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水素エネルギーの新たな展開 Ⅱ 
北九州水素タウン実証事業&北九州スマートコミュニティ創造事業 
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まとめ 

 水素利用の現状 

 工業用途で広く利用、今後エネルギー利用が見込まれる 

 水素のエネルギー利用 

 ＦＣＶの燃料として需要増、将来は水素発電用途も 

 インフラの整備 

 ＦＣＶの普及には水素ステーションの整備が必須 

 国内に１００ヶ所程度整備 

 課題、将来の展開 

 コスト低減、基準の整備、安全の確保 ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ等へ展開 
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ご清聴ありがとうございました 


